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鎌屋 郁子 本田 さとみ

両親教育インストラクターの井

上さん（左）、西浦さん（右）にお

話しを伺いました。

「
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
２
人
の
両
親
教
育
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
常
駐
し
、
子
育
て
相

談
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
育
成
・

支
援
の
ほ
か
、
親
の
た
め
の
講
習

会
、
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、

託
児
用
の
和
室
、
育
児
相
談
室
、

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
で
使
う
厨

房
が
あ
り
、
内
装
は
全
体
に
木
目

が
生
か
さ
れ
、
暖
か
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
天
井
が
高
く
、

窓
も
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、

明
る
く
開
放
感
が
あ
り
、
子
ど
も

達
が
自
由
に
の
び
の
び
と
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
建
て
替
え
ら
れ
る

際
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
の

意
見
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
達
の
安
全
面
を
考
慮

し
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
床
を
コ
ル

ク
に
し
た
り
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や

過
ぎ
て
み
る
と
懐
か
し
い
、
あ

っ
と
い
う
間
の
乳
幼
児
期
の
子
育

て
も
、
育
児
の
真
最
中
は
終
わ
り

の
な
い
仕
事
の
よ
う
で
、
た
め
息

を
つ
き
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
」
は

そ
う
い
う
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

が
、
肩
の
力
を
抜
い
て
ほ
っ
と
で

き
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

お
母
さ
ん
達
が
楽
し
く
子
育
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
子
ど

も
達
が
心
豊
か
に
育
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

柏梨田地区にある「子育て学習センター」は、
0歳児から就園前の子どもを持つ親への子育て支援を目的として、

平成5年に開設されました。同 1 3年2月に、より充実した活動を行うため
にセンターが建て替えられました。新しくなったセンターは愛称「いなっ子

きらきら館」と呼ばれ、ここを訪れる親子に親しまれています。
今回は、一日中親子の笑い声が絶えない「子育て学習セン

ター」を訪ねました。

る
グ
ル
ー
プ
「
す
く
す
く
」
は
、

第
一
子
で
６
カ
月
か
ら
１
歳
半
の

子
と
そ
の
親
13
組
が
メ
ン
バ
ー
で

す
。
１
月
14
日
、
今
年
初
め
て
の

活
動
日
は
、
お
正
月
の
話
し
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
実
家
で
ゆ
っ
く

り
し
た
こ
と
や
年
末
年
始
に
子
ど

も
が
急
に
発
熱
し
、
遠
い
病
院
に

連
れ
て
行
っ
た
話
し
な
ど
、
同
じ

年
頃
の
子
を
持
つ
親
同
士
、
分
か

り
合
え
る
こ
と
ば
か
り
。
自
由
な

雰
囲
気
の
中
、
情
報
交
換
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。「
今
の
時
期
は
乾

燥
す
る
の
で
、
充
分
な
水
分
を
あ

げ
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
み
ん
な
で

歌
を
歌
っ
た
り
、
工
作
を
し
た
り
、

赤
ち
ゃ
ん
達
も
ご
機
嫌
で
し
た
。

「
ミ
ル
カ
ー
ズ
」
は
１
歳
半
か

ら
３
歳
ま
で
の
子
と
そ
の
親
27
組

の
グ
ル
ー
プ
で
、
普
段

は
中
央
公
民
館
で
毎
週

１
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
月
10
日
、
ミ
ル
カ

ー
ズ
の
皆
さ
ん
が
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

で
、
色
紙
・
ハ
ガ
キ
・

ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
て
小

さ
な
凧
を
親
子
で
作
り
、

庭
で
は
色
と
り
ど
り
の

サ
ン
ル
ー
ム
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
お
母
さ

ん
や
子
ど
も
が
安
全
で
快
適
に
利

用
で
き
る
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ

ま
す
。
利
用
者
の
声
を
聴
き
、
利

用
者
の
立
場
に
立
っ
て
造
ら
れ
た

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
町
が
自
慢
で

き
る
施
設
の
一
つ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

子
育
て
グ
ル
ー
プ
に
は
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
各
地
域
で
活
動
し
て

い
る
セ
ン
タ
ー
所
属
グ
ル
ー
プ
７

つ
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
会
所
や

町
内
の
公
園
な
ど
を
使
い
自
主
的

に
活
動
し
て
い
る
自
主
グ
ル
ー
プ

６
つ
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
町
内

で
は
３
０
０
組
の
親
子
が
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
内
容

や
活
動
日
は
違
い
ま
す

が
、
学
習
会
、
講
演
会
、

親
子
遊
び
な
ど
セ
ン
タ

ー
が
開
催
す
る
催
し
に

は
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も

積
極
的
に
参
加
し
、
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
に
所
属
す

る
こ
と
に
よ
り
、
親
も

子
も
、
友
だ
ち
の
輪
が

広
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
一
人
で
抱
え
が
ち
な
子
育
て

の
悩
み
や
不
安
を
打
ち
明
け
た
り
、

そ
れ
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
心

強
い
仲
間
に
囲
ま
れ
、
安
心
し
て

子
育
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
所
属
の
各
グ
ル
ー
プ

は
、
毎
年
４
月
に
メ
ン
バ
ー
の
募

集
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
か

ら
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
る
年

齢
の
違
う
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
訪

ね
ま
し
た
。

毎
月
２
回
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す

開開
放放
感感
のの
ああ
るる
明明
るる
いい
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
、、

楽楽
しし
くく
子子
育育
てて
をを

子子

育育

てて

ググ

ルル

ーー

ププ

のの

楽楽

しし

いい

活活

動動

▲大好きなお母さんが読んでくれる紙芝
居に、興味しんしん！

両親教育インストラクター

�
石
岡
律
子
さ
ん

晃
大
君
（
木
津

平成1 5年度の
子育てグループ募

集は、広報いながわ
４月１日号で掲載

されます

ＰＴＡ連合会が企画・編

集した子育てハンドブック

です。子育てに役立つ地域

の情報が満載。子育てセン

ター、保

健センタ

ーで無料

配布して

い ま す 。

ぜひ、子

育ての参

考に、活

用してく

ださい。

子子育育ててママママにに
ここのの一一冊冊

凧
が
歓
声
の
な
か

を
行
き
交
い
ま
し

た
。
思
い
っ
き
り

遊
ん
だ
あ
と
は
、

お
母
さ
ん
達
が
作

っ
た
お
雑
煮
を
食

べ
ま
し
た
。
年
齢

の
違
う
子
ど
も
達

が
一
緒
に
過
ご
す

こ
と
は
、
子
ど
も

の
成
長
に
と
っ
て

と
て
も
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

「すくすく」をもうすぐ

卒業する1歳７カ月の晃大

君は元気いっぱいの男の

子。活動日以外の日もセン

ターに遊びに来ます。「親

子ともお友達ができて、育

児に自信がつき、安心して

次の子も育てられそうで

す」と妊娠５カ月のお母さ

んは笑顔で話されていまし

た。

問い合わせは、
子育てセンター（�7 6 6－7 8 0 0）へ

す
く
す
く

〜
よ
ち
よ
ち
赤
ち
ゃ
ん
集
合
〜

ミ
ル
カ
ー
ズ

〜
楽
し
い
ね
、
凧
作
り
〜

子育てに悩みはつきものです。

しかし、その悩みを人に話すこと

で気持ちが楽になり、笑顔で子ど

もに向き合えると思います。グル

ープ活動が苦手というお母さんも、

ぜひセンターに来て、子どもと遊

んでいってください。子どもは、

子どもの声がする場所が大好きで

す。お母さん達が楽しく元気に子

育てができるよう、私達は色々な

形で応援していきたいと思ってい

ます。

親子で、気軽に行ける憩いの場

として利用してください。


